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Ｉはじめに

東京都小笠原諸島海域は、聟島列島・父島列島・母島列島および火山列島に大別され、北緯２０．２５′

～２７．４４'、東経１３６．０５'～１５３．５８′の大平洋上に点在する約３０の島々から成っており、２００カ

イリ漁業専管水域で囲むと、その広さはほぎ日本海に匹敵する。しかし、我が国２００カイリ内面積に

占める割合に比較し、そこでの漁業生産は極めて限られており、零細な漁船漁業が主体となっている。

その原因として、低緯度海域においては基礎生産力が低い事、および市場から遠い事などのマイナス要

因かある。しかし、この海域は高水温帯であり、ほとんど汚染されていないことから、これらのメリッ

トを生かした水産業の開発を行えば、その潜在力は極めて大きいものがあり、他に主たる産業のない島

しょにあっては、地域に及ぼす産業的効果は大きいものと推察される。

このような観点から、小笠原諸島における新らしい水産業開発の方向を検討すると、まず欠かすこと

のできない次の前提条件がある。

１）島内消費か限定されているので、本土の市場か烏の需要に応じた水産業であること。

２）市場から遠く離れていることから、輸送コストが商品の価格に影響を及ぼすので、その程度の少

ない付加価値の高い（重量当りの価格の高い）ものであること。

この前提条件のもとに検討すると、その候補の１つとして養殖漁業がある。しかし、成魚での出荷は、

餌料の安定的大量確保の困難さと輸送コストから、高級魚（ウナギ、クルマエビ等）以外の魚種での発

展性は期待されにくい。但し、養殖用種苗として稚魚で出荷することは、選定する魚種によっては本士

での市場性及び輸送コストの両面からみて、条件にかなうものもあると考えられる。

その１つは、小笠原海域の高水温を活用しての早期大型種苗の生産である。

従来、養殖によるマダイの成育は、１年目の暮に３０～１２０ヲ、２年目４００～５００了、そして

３年目の蟇に１Ｋ9前後に迄養成し出荷されるが、小笠原海域の高水温を活用すれば、計算上年内２００牙

種苗の生産か可能であり、この早期大型種苗の生産が可能となれば、本士で生産した種苗を使用した場

合よりも出荷時期が早まることにより、飼育コストの低減が可能となる。このことは、新しい養魚形態、

つまり南方種苗を用いた養魚期間短縮の養殖業が実現する可能性がありさらに、ハク・アジ類など南方

海域が産卵の中心と考えられる魚種のポストハマチ化である。

昭和５８年度の海面魚類養殖生産量は約１０６万トンでそのうち、ブリの生産量は１６万トンである。

しかしながらブリについては、近年過剰生産気味で価格が伸び'悩み、更には赤潮などの被害も多発して

いるため、他の有益な新魚種移行への期待が大きい。その代表種として、ここ数年間マダイの生産が伸

びてきたが、商品サイズの１Ｋ9に達する迄に３ヶ年の歳月を要し、資金回転の鈍い事かネックとなって

いる。そこで、前述のマダイ養成期間短縮と共に、ポストハマチに見合う魚種の種苗生産が可能となれ

ばそれに対する需要は極めて強いことが予想される。
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ポストハマチ魚種としては、本士における市場性・種苗生産技術の難易度・南方海域種苗の飼育環境

への適合性などを総合的に検討する必要かあるか、南方に産卵場を有するハタ類・アジ類は、高級魚で

もあることから、当面、有力な候補と考えられる。

マダイの早期大型種苗生産とポストハマチ魚種種苗生産を２本柱に、本研究に取り組む。南方種苗を

本士養殖業界が活用するためには、輸送時のストレスや水温変化等の問題もあるか、当研究では、小笠

原海域を種苗生産の基地とする場合の基礎技術開発を行い、この構想実現に向けた資料の蓄積と技術の

確立を研究目的とする。

■

Ｈ昭和５９年度の結果

１マダイ早期種苗生産

早期採卵および種苗生産については昭和５７年に実施して良好な成果か得られたか、今年度は小笠

原父島で採卵後養成した２年魚を親魚として採卵養成試験を実施した。

（材料および方法）

供試魚：１９８２年４月９日に小笠原父島で採卵し養成した２年魚、３７尾（平均尾叉長３４２±２．４

ｃｍ、平均体重８７３．５±１８２３了）を親魚として使用した。また、採卵期間中は毎朝１回マイワシ、配

合飼料等を約０５牙投与した。

採卵方法：産卵が確認された時点で親魚を海面生寶から陸上水槽へ移動した。産卵の確認は昭和

５７年と同じ方法をとった。採卵池は組立円型水槽（ターポリンシート、ＦＲＰ外板、１３トン容量）

を使用し、浮上卵を表層水とともにネット（オープニング３００β）へ導いて集卵した。なお採卵池

は全面を遮光ネット（遮光率９０冊）で覆った。

採卵後の処理：集卵は毎朝７時に行ない、浮上卵と沈下卵を２０１パンライト水槽で分離し各々を

計数した。また、１００粒前後の浮上卵を抽出して３１ビーカーに海水とともに収容しふ化率を調べ

た。

卵径の測定：２年魚を親魚としているため卵径等か３年魚以上の場合と比較して小さい事が予想さ

れたので、採卵期間中に数回浮上卵の卵径および油球径を測定した。

(結果および考察）

今年の産卵開始時期は４月１日で、１９８２年に比較すると４０日遅れる結果となった。この要因を
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図－１に示した親魚飼育期間中の水温変化からみると、１９８２年は２月上旬に最低水温となりその後

は上昇したが、今年の場合は３月上旬に最低となり２０℃を越えたのは５月以降であった。したかっ

て今年の産卵開始時期の遅れは水温が例年になく低めに経過したためと考えられる。

採卵経過を表－１に、日間採卵量とふ化率の変動を図－２に、採卵期間中の水温変化を図－３に各

々示した。産卵は４月５日から６月１１日までの６７日間連続してみられ、この間の総採卵数は、

22,609,310粒であった。また、日間採卵量は５月１９日に最も多く831,700粒であった。

一方ふ化率は採卵量が多い時に低下する傾向かみられた。この要因としては、集卵ネット中の卵密

度が高くなり物理的な影響か生じるためと考えられる。しかし、平均ふ化率は９１４％と良好な結果

か得られた。卵径については採卵期間中に６回測定したか、卵径に大きなばらつきはみられなかった。

しかし、１９８２年に３年魚から得られた卵径（903.0〃）と比較すると、約１４〃｣､さい値となった。

測定結果を表－２に示した。
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図－１親魚養成期間中の水温変化

第１表採卵結果

平均ふ化率総彩卵数 浮上卵数 沈下卵数 浮上卵率

粒

１９６５５１００

粒

２２６０９３１０

粒

２９５８３１０

妬 筋

８６．９ ９４．１

－３－



'COﾂ６
ふ

化

８０率

、
⑪

１

6０

Ｊ

採
一
卵
数
粒く

□…総採り

鰯…浮上9

数
数
８
８

蕊０

．。□．一・。’。ロロ０．ロー‐い』ロ。▽□しＣＣＦ６．．０．．’０『Ｐ４‐Ｆｑ・・一□し▲Ｐ・●一・・ｒ、『‐◇一色
。
⑤
Ｇ
Ｆ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
△
◆
▲
●
・
・
０
■
０
■
■
二
●
Ｐ
二
Ｆ
■
Ｐ
■
Ｉ
Ｆ
⑤
。
『
二
二
Ｆ
６
ニ

ョ
・
Ｐ
ひ
‐
の
Ｐ
▼
■
Ｔ
０
■
■
。
■
Ｂ
伊
■
』
Ｐ
ｃ
Ｐ
■
Ｐ
●
。
二
■
■
■
ニ

ーユー印加亜皿＋缶圷⑭い、】伯。‐牢疽沖呵川口一十軸０恥叩眼酔叩可山一｝昨Ｊ◇．ｃ印旧ロ》ｃ打叩・》いふ布●，”盃印。帝・咄聿

需辮』》群｛〈》》》密鐸汁」》》辮蝿帝一群一》評》一齊辮》
》』｛ニェ｝匪歴眸躁》叩許》癖・識騨『蕊》》》》叶い》」》．》旧砠一忽

’
９
Ｆ
■
缶
・
・

『
Ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
、
ろ

弦

Ｆ好162
:苧IF::５

茜：

麟江蕊霧
t;:5予・::?２:二:=:錘二･二･5,.2-↓.．.」．:

蕊in蕊蕊iliL蕊Ⅲ 蕊】!:鍵！

4/ｓｏ ｡/ｓｏ41/Ｓ

図－２日間採卵量とふ化率の変化

28Ｃ

水２４

ｉＭ２２．

2０

1８

Ｍ５ ４ｌ/３０ ５/1５ ５/３０

図－３採卵期間中における平均水温の変動

－４－



表－２卵径測定結果
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仏

２）仔魚養成

（材料および方法）

供試卵：４月９日に産卵、１０日に採

卵した浮上卵１２０，０００粒を用いた。

飼育水槽および卵の収容：飼育水槽と

しては５００１プラスチック水槽６面を

使用して、１面あたり２００００粒を収容

した。また、プラスチック水槽はすべて
図－４飼育水槽の配列

１３トンコンクリート水槽内に設置し、

周囲に海水を流すウォーターパス方式とした。飼育槽の配列は図－４のとおりで、卵収容後は微弱な

通気を施した。

餌料：初期餌料としてシオミズツポワムシ、チグリオパスおよびアルテミア幼生等を用いた。また、

仔魚の成長にともないビタミン、ミネラル類を添加した魚貝類（クサヤモロ、カキ）をミンチ状とし

て投与した。

飼育管理：飼育開始後１週間は止水にし、通気を施すとともにクロレラ海水を添加して水質の安定

を図った゜それ以降は注水を開始し徐々に注水量jを増加させた。また、飼育槽内の水温および比重を

毎日１回ＡＭ８：００に測定した。

（結巣）

飼育経過：陸上での飼育期間は５６日間で、飼育開始後４０日間は５００１プラスチック水槽、そ

の後１６日間は１３トンコンクリート水槽を使用した。

餌料：飼育期間中の餌料系列および給餌量を図－５，表－３に示した。ワムシ、アルテミア幼生は

－５－
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海産クロレラで２次培養したものを給餌した。ワムシの給餌密度は２０cells／CCを目標に１日４～５

回給餌した。チグリオパスはワムシ培養槽に出現してくる個体を集め、アルテミア幼生は海産クロレ

ラで１２～２４時間２次培養したものを給餌した。

Ｂ

０１０ｚＯ３０４０５０（ふ化後経過日数）

図－５ 餌科系列

Ｂ：ワムシＴ：チグリオパスＡ：アルテミア

ＦＭ：魚貝類ミンチ

表－３餌料種別給餌量（５６日間）

総給餌量餌料種

３１．３×１０８個体

１９２．６×１０４〃

１．２×１０８〃

５９．３Ｋ,

シオミズツポワムシ

チグリオパス

アルテミア

魚貝肉ミンチ

仔魚の成長と生残：今年は水温が低めに経過したため、飼育前期の成長は良好とは言えなかったか、

水温か上昇した４月下旬頃から好転した。仔魚の測定結果を表－４、成長と生残状況を図－６、飼育

期間中の水温・比重の変化を図－７に示した。仔魚の成長は、ふ化後１０日で４，，，２０日で７，，，

３０日で１１ｍｍ、４０日で１８１，，，５４日で４１ｍｍとなった。一方生残状況については、ふ化後２０

日頃からへい死魚が目立ち始め、３９日目には８筋となった。原因は取水工事にともない給水量か制

限された結果、１３トンコンクリート水槽への放養時期が遅れ、５００１水槽内の飼育密度が高くな

ったためと考えられる。
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表－４測定結果

ふ化後

経過日数
全長（7ｍ）

１
３
１
２
１
７
８
３
２
３
２

０
０
０
０
０
０
０
１
２
３
６

＋
｜
士
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一

３
８
０
５
４
２
９
５
０
２
３

３
３
４
４
５
６
７
２
６
３
１

１
１
２
４

４
６
８
１
６
０
６
２
８
５
４

１
１
２
２
３
３
４
５

％帥１

ｓｏ

８０
生

残

６０率

4０

全

3０

〃

長

4０2０

2０1０

4０（ふ化後経過日数）2００

－７－



2８

比

重２６

2=Ｃ

水

温２０

ＭＯ４/ZＯＳ/105/二ＯＳ/ｓｏ

図－７飼育期間中の水温と比重の変化

早期種苗を用いたマグイの

養成試験

２
表－５餌料種別給餌量

配合飼料
Ｋ，

７９

６６

１０３

９５

９６

２１２

８６

１１６

７８

９３１

冷凍訂ﾜｼ|ｱK，養成期間

mT5~J~=~テ（材料および方法）】

供試魚：１９８４年４月１０日に採卵し

５６日間陸上水槽で飼育した稚魚６４７０

尾（平均尾叉長4.0c〃平均体重0.7？）

を使用した。

養成飼育と測定：養成は父島二見湾内

に設置した網生費（４×４×３ｍ）で行

なった。魚体測定は月１回を目安に１００

尾前後を取り揚げ、２５ｐｐｍベンゾカイ

６
４
７
１
７
１
３
８
９
６

１
４
９
８
５
０
４
５
３
３

２
１

７
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ン水溶液で麻酔後、尾叉長、体重を計測した。なお、随時間引きによる密度調整を行なった。

餌料：飼育期間中の餌料種別給餌量を表－５に示した。６月４日から１０月８日にかけては、冷凍

マイワシミンチにビタミン５筋、ミネラル２％を添加したものに配合飼料を加え、１日２回飽食量を

投与した。また、’１０月９日以降は色揚げを目的に冷凍アミを加え、さらに遮光ネット（遮光率９０

冊）で日覆した。

（結果）

飼育結果を表－６に示した。飼育日数は延３１６日間で、この間のへい死魚は９８２尾、選別した

小型魚および変形魚２０９１尾、他の生贄に分養した尾数は３３９７尾であった。飼育期間中の水温変化

を図－８に示した。摂餌行動は夏期の高水温下では不活発で、１０月以降水温の降下とともに活発化

した。餌料組成は多少の変動があったか、マダイ用配合飼料と冷凍餌料を同率に混合したものが水中

での逸散か少なく、飽食に達する時間も短かった。

飼育期間中の尾叉長組成および体重組成の推移を図－９，図－１０に示した。飼育開始時尾叉長４０

c腕、体重０．７牙であったものか、１０１日目に１４．６士０．８ｃｍ、８３．３±１３５尻２００日目に２０．４±1.1

cm、２０４５±３．４ヲ、取揚時の３１６日目には２６．３±l5cj7z、４３６．５±７６．２牙に達した。

肥満度の推移を図－１１に示した。飼育開始後１２７日までは急､激な増加がみられたか、その後水

温の降下とともに漸減した。

養成魚の尾叉長と体重の関係は図－１２に示すとおりで、Ｗ＝０．４９，Ｌ1.97（レー０９１）であっ

た。
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図－１２養成マダイの尾叉長と体重の関係

（考察）

九州沿岸域におけるマダイ当才魚の成長例をみると、年内に達する体重は４０～１３４１，滴１年

で６８～２３２ヲである。また、梅雨明けから７～８月にかけての水温上昇期には５～６％の日間成

長率か得られているが、水温の降下とともに成長率は低下し、厳冬期の２～３月にはほとんど成長か

みられず、－部には体重の減少さえみられる。

一方、父島における当才魚の成長については、図－１３に示した日間投餌率、餌料転換効率との関
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係でみるとい養成開始後２ヶ月間は、高い餌料転換効率と成長率（３．７冊）を示しているが、水温が

２５℃を越す８～１０月の高水温期にかけていずれも急激に低下する。しかし、再び水温が２５℃以

下となる１１月からは、餌料転換効率は上昇し、成長率も０６～１０％と安定している。この値は九

州沿岸域における成長率の３～５倍

にあたり、養成魚の体重も約２倍で

あることから、かなり高い成長率と

２
いえる。

以上のことから、父島における当

才マダイの成長は養成初期の水温上

昇期と１０月以降の水温降下期に安

定した成長率が得られるために、九

州沿岸域に比べて半年近い成長の差

が生じるものと考えられる。

１

３新魚種開発試,験

1）アカハタ ｿ８４

７１２１４
前年度は大量採卵に成功したか仔

飼育期間
魚養成は不調に終った。そこで、今年

度は初期餌料としてマガキ幼生、ｓ
図－１３飼育期間中における日間投餌率、餌料

型ワムシに加えてテトラセルミスの 転換効率および日間成長率の変化

併用を考えて準備したか､産卵期間か短かく仔魚飼育を行なうに必要な受精卵が確保出来なかった。

２）シマアジの採卵

（材料および方法）

，採卵用親魚の確保：１９８０年から１９８３年にかけて、父島列島沿岸域で一本釣によって釣獲した。

釣獲後は魚体を傷つけないように注意して取扱うとともに、直ちに魚槽へ収容し換水を行ないながら

航走し、父島二見湾内の海面生寶（４×４×３ｍ）へ収容した。年別採捕状況は表－７のとおりであ

る。

親魚養成飼育；養成飼育は１９８０年９月から１９８４年１２月までの４年３ヶ月間である。給餌は

１９８２年１２月２２日以前については、毎朝ムロアジ、マイワシの切り身を飽食するまで投与した。

また、これ以降採卵終了時までは生殖腺の成熟促進と肥満度の低下を目的として、表８，９に示すよ
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表－７親魚の採捕状況 表－８餌料組成（妬）

辰ﾌｦﾋﾞｰ垣iil4i
マダイ用ペレット

冷凍マイワシミンチ

冷東イ力

冷凍サクラエピ

ビタミン混合物

ビタミンＥ添加
フィードオイル

採捕期間

'８０９～１２月

'８１１～１２月

'８２１～１２月

'８３１～１２月

（計）

１２３４採捕尾数

５

１０

６

５

数尾残生

５０１００５０

５０

５０

０
０
５

５
５

２６ １８

５

うに餌料組成を段階的に変化させた。親魚の

測定は採卵終了後の１９８５年３月１９日に実

施した。測定法としては採卵池から取り揚げ

て麻酔（z-phenoxyethanol35p・p.m.）し、

カニユレーションにより性別判定後体重およ

び尾叉長を測定した。

採卵：養成親魚は１９８４年１２月２５日に

陸上採卵池（円型８０トン、換水率１６トン

／時）へ収容した。採卵はマダイと同じ方法

表－９餌料種別給餌日数

給餌期間（日数

１９８２１２２２～１９８４．８．

８．４～１１．

１１．７～１１．

１１．１６～１９８５．３．

妬料餌

３（５５７）

６（９６）

1５（９）

1５（１２０）

／時）へ収容した。採卵はマダイと同じ方法をとった。採集した卵は原則として産卵日の翌朝に３０

１プラスチック水槽に収容し、浮上卵と沈下卵を分離させた後各々を計数して浮上卵率を求めた。ま

た、数日おきに産卵直後の卵を採集して翌朝まで流水管理とし、上記と同じ方法で浮上卵率を求めて

比較した。
表－１０親魚測定結果

（198212.22）

（結巣）

・親魚養成飼育：１９８２年１２月２２日に行なった測

定結果を表一１０に示した。平均尾叉長５８．６ｃｍ平均

体重５０９２了、平均肥満度２６．５で、この間の生残率

は６９．２冊であった。なお、海面生管飼育期間中(1982.

10～1984.12）の月平均水温の変化を図－１４に示

した。

給餌した餌料の成分分析と各々の給餌量を表１１，

１２に示した。餌料中のカロリーが最も高かったのは

妬２であったが、日間投餌量は他の餌料に比べ約半分

と少ないため、給餌カロリーは妬３とほぼ同じである。

把満層

〕［

０〔

］ ０

０ ゴー

５３．０ 、（］

DＣ

Ｊ２ＵＣ 。』

０

、四 ０

５８．８ ０

４８００ 8.4
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図－１４飼育期間中の月別平均水温

表－１３採卵終了時の親魚測定結果

（1985.319）
表－１１餌料の成分分析

項目～垣iil｣ｌＥ 肥満民１２３４

SOC ］

水分（冊）

粗たんぱく質（妬）

粗脂肪（冊）

粗繊維（妬）

粗灰分（96）

カロリー(ＫｃＵｌ／10Ｍ）

２
３
５
７
７
０

４
９
４
０
６
８

４
２

２

１１．３

４００

１３４

１４

８．９

４７３

６
４
８
６
５
２

４
５
４
０
４
５

５
２

２

９
０
０
４
２
４

６
６
３
０
２
３

７
１

１

ijO・Ｃ ＤＯＣ

ＤＣ ､､Ｃ

DC 8.4

う４（ ６０Ｃ

５（］ ５０Ｃ

３０

tｊ６０Ｃ
(財）日本食品分析センター調べ

５００

６

表－１２餌料種別給餌量佃 【】

５９ ）Ｃ

〕（
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ｒ
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したかって、給餌カロリーは産卵期に近づくにつれて低下する結果となった。採卵終了時の測定結果

を表－１３に示した。前回の測定時の平均肥満度は２６．５と高い値を示したが、給餌カロリーを段階
・笛

的に低下させたため、採卵終了時の平均肥満度は１９．１となり、７．４低下させることかできた。１－

採卵結果：最初の産卵を確認したのは、陸上採卵池収容後４日目の１９８４年１２月２９日であった

か、この時得られた卵はすべて未受精卵であったｄ採卵は１９８４年１２月２９日から１９８５年３月１

日までの６３日間行ない、総採卵数は５４５３万粒であった。日間採卵量と採卵期間中の水温変化を図

－１５に示した。曰間採卵数のばらつきは大きく、１月上旬、下旬および２月下旬にピークかみられ

た。また、１月２７日は５５３万粒と最大を記録した。浮上卵率の変化を図－１６に示した。翌日採卵

の平均値は４９１妬と低かったか、当日採卵では平均７８８％と良好な結果か得られた。ふ化率の変化

は図－１７に示すとおりで、産卵開始後数日間は極めて低い値を示したか、その後は上昇し、全期間の

平均ふ化率９１．５％であった。 ℃
2２

1
２１犬

皇

2０

’
１９xld‘

550

300
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採
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数
粒
く
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1/１ Ｖ１５ Ｖ３０ コ1５ ３/１

図－１５日間採卵数と水温の変化
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産卵時刻：産卵当日の日没の２～３時間後に産卵がみられ、産卵終期に近づくにつれて遅れる傾向

かみられた。

親魚の腹部：採卵池収容液一部親魚の腹部の膨張かみられた。大量産卵のあった１月下旬には特に

大型個体の腹部膨張か目立った。

（考察）

これまでの採卵成功例をみると、ホルモン処理や飼育水の温度を変化させることにより養成親魚に

刺激を加えて産卵を誘発している。今回の採卵では、これらの例とは異なり人為的な産卵誘発を行な

わずに自然産卵により大量の受精卵を得ることかできた。この要因としては、給餌カロリーを段階的

に減らすことにより肥満度を天然個体なみに低下させたことか考えられる。また、コレステロールを

多量に含む冷凍イカを主体とした餌料組成に切り換えたことにより、卵の成熟が促進された可能性も

ある。シマアジはサバやイワシ等の餌料で長期間養成すると腹腔内や筋内に脂肪力蓄積しやすいこと

が知られている。特に腹腔内に脂肪塊か充満している例は良くみられ、内臓諸器官の周囲も同じ現象

かみられる。しかし、生殖周期調査のために入手した天然個体（５１尾）をみる限り、腹腔内の脂肪

はほとんどみられず、平均肥満度も１５．６（１３．６～１９．２）と低い。今回の養成飼育では、養成開始

後１年目（１９８２１２２２）の平均肥満度は２５．６（１８１～３４．５）で天然に比べかなり高い値であっ

たが、その後給餌カロリーを段階的に下げたところ採卵終了期には平均肥満度は１９１に低下した。

餌料の質を変えることにより腹腔内の脂肪蓄積を防ぎ、肥満度の上昇をおさえることか、シマアジの

生殖腺成熟に有利であることが他の例でも知られ、親魚養成飼育の重要な条件と考えられる。

シマアジの産卵通水温についてはこれまでに報告例がないが、飼育海水温を加温して１７～２２℃、

２０℃とした場合に産卵か確認されていること、および今回の採卵期間中の飼育水温が平均２０℃

（１８．５℃～２１５℃）であることから、シマアジの産卵適水温は２０℃前後と考えられる。

一方採卵量についてみると、採卵池内の雌１４尾がすべて産卵に加ったものと考えた場合、１尾当

り３９０万粒と他の例に比べ多く、ふ化率の高い良質卵が得られた。この要因は、人為的刺激を与え

ずに自然産卵方式で採卵したため、親魚にストレス等の悪影響がなかったためと考えられる。しかし、

産卵当日に集卵したものと翌朝集卵したものとでは浮上卵率に大きな差がみられ、集卵方法に一考を

必要とする。

□
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Ⅲ種苗生産基地としての検討

１環境条件

1）気候

①概要

小笠原は四季、温暖多湿で、亜熱帯海岸性気候としての気象の特色を有するため、比較的おだや

かな好天日が続くうちにも、天気の変動は激しい。内地のような冬は認められないが、冬季大陸高

気圧の消長により季節風の影響をうけるため冬の寒さは感じる。また、しばしば低気圧の通過や、

高気圧か北にかたよる時は曇天の日か続きやすい。春は概ね好天に恵まれることか多いか、時には

低気圧や前線の通過により春の嵐に見舞われる。梅雨は内地より早い５月頃最盛期に入ることが多

い。６月以降１０月頃にかけては、太平洋高気圧がいすわるため、安定した晴天か続き、亜熱帯特

有の暑い日が顕著となる。また、秋雨前線は１１月頃本州南方に停滞し曇天の曰が続くか、これに

台風か接近すると前線活動は活発化し風雨による被害をもたらす。

②気温

平年値は２２８℃で東京の６月半ば過ぎの気温であるが、一般に１月から３月頃までは１０℃前

後まで下がることかあるので肌寒く感じる。６月から１０月頃にかけては夏の気候が持続する。

③降水量

平年値は１２５４１mmで、東京よりやや下廻っている。一般に梅雨期の５月と９月から１１月にかけ

ての台風時期および秋雨前線による場合が比較的多い。

④台風

一般に８月から１１月にかけて多く、５月から７月、及び１１月にも来襲する。５月・６月の台

風は父島周辺を南西から北東に進み、７月・８月の台風は東から西に進む。また、９月から１１月

は南から北に進む場合と、南西から北東に進む場合がある。

⑤低気圧と前線！

一般に冬から春と、５月及び１０月から１１月頃にかけて低気圧は日本の南海上を発達して通過

する。この際台風並の強い風の影響を受ける事かある。一方前線によるものは、台風・熱帯性低気

圧に伴う場合と、前線そのものの場合がある。いずれにしろ長雨や大雨による被害か予想される。

⑥風

平年値は３～４ｍ程度で年間を通じて一般に弱い。これは島内の風で近海ではそれに倍する風が

吹いているものと考えられる。強風は台風によるものと、低気圧及び前線によるものがほとんどで

あるか、冬期季節風の影響もかなり強い。風向頻度は１０月に北風か強いが、その他の日はほとん

つ

１

■
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どが南～南南西の風か卓越する。

．Ｃ
2）海況

２８

①海流

小笠原諸島近海は内地の黒潮のように大２６

きぐ強い海流はなく、ゆっくりと周囲の水
２４

を巻き込みつつ流れ、流速も０．３～0.9Ｋｔ

と弱い。夏季には赤道海流の－分派である２２

小笠原海流が南から北へ流れ、小笠原諸島
２０

全体を包囲し北北西へ流去して行く。流速

は概ね0.4～0.5Ｋｔである。冬期には黒潮
１２３４５６７８９１０１１１２１１

の属流の影響を受け北西ないし北北西から

図－１小笠原父島二湾内における
の流れが優勢となる。

月別水温（１９７０～１９８４

②水温’５年間平均）

昭和４５年から５９年までの二見湾定地観測結果を図－１に示した。３月以降徐々に昇温し、５

月の梅雨明前後から急激に上昇する。最高水温は８．９月にみられ、１０月までは高水温て続き、

１０月以降急､激に降温する。

③透明度

透明度は陸水の影響かなく清澄で３０～４０ｍと非常によい。

3）地形

小笠原における主な湾は図－２.表－１に示す通りである。

表－１小笠原諸島の主な湾

湾口距離

卵
湾口の向き

■■

湾
湾
浦
港
港
港

西見 １５００、

１０８０

１８４０

５００

１３５０

１７００

２０００、

１５２０

１０４０

５５０

２４００

１２５０

南東

南西

巽
滝
沖
東
北

の

南
東
北
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弓

図－２小笠原諸島の主な湾

Ａ滝の浦Ｂ二見湾Ｃ巽湾、北港Ｅ東港Ｆ沖港

4）社会環境

①交通

小笠原丸（１３５０トン）か二見湾と東京竹芝間に就航しており、所要時間は２８時間でおよそ５

日間隔で運航している。

②水道

父島の施設能力は１日１１００トン、母島は１日４００トンである。

③人口

昭和５８年４月１日現在の住民基本台帳による人口は１７３５人で、男女構成は男１０４９人女686

人である。

￣

２技術条件

1）南方海域諸島種苗生産基地化基礎技術開発研究５ヶ年の結果要旨

(昭和５５年）
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ワムシの高密度培養およびボラ類を使用して稚魚の輸送に関する予備試験を実施した。また、シマ

アジの親魚養成を開始した。

（昭和５６年）

マダイ受精卵の長時間輸送（４８ｈ）をおこない、仔魚の飼育を試みた。また、採卵用親魚の長時

間輸送（５６ｈ）もおこなった。

（昭和５７年）

昨年輸送したマダイの飼育を継続したところ、２月２３日に産卵を確認した。総採卵数は２２７０万

粒で、平均９４．５冊のふ化率か得られた。前年同様ふ化仔魚の飼育をおこない、全長８ｃｍサイズの稚

魚２５４０尾の長時間輸送をおこなった。また、マダイ受精卵の簡易輸送に関する試験をおこなった。

（昭和５８年）

アカハタの採卵を試みたところ、４月から６月にかけての６１日間に計１７７８万粒か得られた。ふ

化率は平均８３．１妬と良好であったか初期減耗か大きく、ふ化後１週間で全滅した。

（昭和５９年）

昭和５７年に採卵し飼育を継続したマダイ２年魚から計２２６０万粒を採卵した。ふ化率は平均86.9

96で成長も良く、１２月中旬には平均体重２００，を越えた。

一方、昭和５５年より親魚候補として採集・飼育を継続してきたシマアジの産卵を１２月２８日に

確認し、６０年３月１日までの６３日間に計５４５３万粒を採卵した。

２）マダイ種苗生産の検討

養殖マダイは天然マダイに比べ、形態・色調・肉質等か劣るために単価の伸び''1kiみが見られるが、

昭和５８年の全国生産量は２５０００トンに達し、魚類養殖ではブリに続く生産量となっている。一方

小笠原海域でのマダイ種苗生産の可能性については、これまでの一連の研究から亜熱帯の特性を生か

した早期採卵、早期種苗生産が可能である。そこで今後事業化を進めるに当っては、本土需要に見合

ったサイズでの出荷を検討する必要がある。

①受精卵出荷の場合

本土に比べ２ケ月早い２月中旬に産卵かみられ、５６年に実施した輸送結果から早期受精卵の供

給は可能である。出荷サイズでの利点として、飼育施設、餌料培養等の経費、労力の節減及び輸送

コストの低減か図れる゜しかし、この時期の本土海域の水温は低く受精卵を本士に供給した場合に

は飼育水の加温が必要となり生産原価か高くなるため、その市場性はきわめて低いと考えられる。

②早期種苗（尾叉長６～８ｃｍ出荷の場合

３月上旬から中旬にかけて採卵した場合、６月下旬には尾叉長６～８c〃に成長し、本士に比べ２

ケ月早く供給できる。また、この時期の本土の海水温は概ね２０℃を越えている事から加温飼育の

‐
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必要かなく、マダイ養殖の適水温期にも当たり、商品サイズまでの養成期間が短縮される等高い生

産性が期待できる。

③大型種苗（体重２００ｍ出荷の場合

５９年の飼育結果から年内に体重２００’に達し、大型種苗としての供給も可能である。しかし、

出荷までの飼育期間が長い事から管理費かかさみ、輸送コストも高くなる。

④成魚（体重１０００１）出荷の場合

計算上では養成開始後約１８ケ月で体重１Ｋ9に達し、成魚としての出荷も可能であるが、飼育期

間か長くなり、色揚げ等の出荷調整を考えると良策とは言い難い。

以上の検討結果から、亜熱帯の海洋特性を生かせ、本士の養殖形態に合致した早期種苗の供給が最

も良策と考えられる。

､

表－２小笠原諸島海域での産卵か

予想される魚種３）新魚種開発の検討

亜熱帯海域は温帯海域に比べ魚種が豊富で、

小笠原海域では８００余種の生息が確認されて

いる。これらの魚種のうち現在漁獲対象となっ

ているのは約２０種である。これまでの調査で

成熟期ば確認され、当海域での産卵か予想され

る魚種を表－２に示した。

小笠原で新魚種を開発する際、①養殖対象魚

種（ポスト・ハマチ）②放流対象魚種の２つの

観点から魚種の選定を行う必要がある。

①養殖対象魚種

養殖向け新魚種としては、ハタ類・アジ類・

フエダイ類があるが、なかでも次の条件を満

足するシマアジが最も有望と考えらえる。

（１）亜熱帯の環境下で十分な成長が期待で

きること。

（２）市場性が高いこと。

フエダイ科

ハマダイ

ハチジョウアカムツ

オオヒメ

ウメイロ

ヒメダイ

フエフキダイ科

ﾒイチダイ

シロダイ

タマメイチ

タイ科

キダイ（アカレンコ）

アイゴ科

ハナアイゴ

キンメダイ科

キンメダイ

ナンヨウキンメ

ハタ科

アズキハタ

マハタ

ホウセキハタ

ホウキハタ

アカハタ

ツチホゼリ

アジ科

シマアジ

メアジ

キンガメアジ

ナンヨウカイワリ

ロウニンアジ

カッポレ

ヒレナガカンパチ

カスミアジ

Ｐ

￣

(3)種苗時の供給面で本土との競合が少ないこと。

(4)現地で親魚か確保できること。

(5)飼育か容易なこと。

(6)病気等に強いこと。
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シマアジの種苗生産は、ホルモン打注ｑ温度調整等により２～３の機関でおこなわれているか、

良質卵の安定確保を図るためには自然採卵か望ましい。そこで、５５年より親魚候補として養成し

たシマアジを用いて採卵を試みた結果、５４５３万粒を採卵した。またこれらの一部を用いて養成を

行ったところ、きわめて良好な成長を示した。

現在養殖に用いられているシマアジ種苗の大半は天然産であり、天然種苗の安定供給か困難なこ

とから、種苗単価はマダイの１０倍に達している。したかって、種苗生産技術か確立されればポス

ト・ハマチとして十分期待がもてる。

②放流対象魚種

小笠原海域で釣獲される魚種の大半は、水深４００ｍ以浅を生息域としている底魚類である。ま

た、海底勾配が大きい事から底魚の移動も制御され、底魚資源をめぐる他県船との競合はきわめて

少ない。したかって、定着性の強い魚類の種苗を放流することによりその効果は期待できる。そこ

で、魚種の選定にあたり次の条件を満足する魚種としてハタ類に的をしぼり、当面は親魚確保の容

易なアカハタの種苗生産技術を確立し、順次ホウキハタ・マハタ等の大型ハタ類に移行していくこ

とが得策と考える。

（１）地元での生息が確認され、漁獲対象となっていること。

（２）市場価値があること。

（３）定着性か強く、地元での分布域（距岸距離）か限られていること。

（４）地元で二次生産が期待できること。

（５）地元で親魚が確保できること。

一般にハタ類は卵径か小さく、ふ化仔魚の体型か小さいことから、ワムシによる初期飼育はむず

かしい。現在マガキ幼生を使用して、キジハタ・マダラハタ・ヒトミハタ等の若干の飼育例はある

が、生残率はきわめて低い。

アカハタについては、５８年に自然採卵に成功したか、ふ化後一週間で全滅した。この要因とし

て、他のハタ類同様小型餌料生物の量的確保が出来なかった事か考えられる。今後ハタ類の種苗生

産技術を開発するためには、栄養的にすぐれ量的に入手可能な小型餌料生物の確保か必要である。

ロ

￣

4）蓄養漁業の検討

回遊性魚類であるシマアジ・カンパチ等の価格を小笠原と伊豆諸島とで比較すると表－３に示すと

おり、小笠原のものは他島に比べシマアジは大島離島の２５．９冊、ヒラマサは大島の４９．０妬、カン

パチは八丈島の５０．４％と低い。このうちカンパチについては、小笠原はヒレナガカンパチが主で伊

豆諸島でバケカンと呼ばれているものである。
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表－３魚価調べ（円／Ｋ９）

東京都の水産１９８３

大島｜雛島 八丈島｜小笠原 中央市場※

２５６８

１３５５

１６６４HJ三|馨
３４６８

１２５２

１６５０

２９５１

１１９７

１１９７

３２５９

９１３

１７０８

８９９

６１４

８６０

※東京都卸売市場年報１９８３．１～１２

の
「

低価格の原因としては、市場までの距離の遠さ、時間の長さと魚の質か考えられるか、本文では魚

の質を検討した。

シマアジ類の体型測定のデータは少ないか、小笠原における天然シマアジ・ヒラマサ・カンパチの

体型は表－４，６に示す通りである。蓄養した場合を表－５に示したか、肥満度で比較すると、天然

もの１５６（範囲１３６～１８４）、蓄養もの２５．６（範囲１８．１～３４．５）と体重が増加する。天

然ものは経験的にやせすぎであり、これか低価格の原因になっていると考えられる。

今後適正肥満度を検討する必要かあるか、蓄養することにより付加価値が高まるものと考えられる。

販売については、昭和５８年度の中央卸売市場年報によれば、時期により価格は大きく異なる。高く

販売することを考えると１～３月頃出荷を検討するのも良いと思われる。問題点としては、活魚とし

てどのくらい集められるか、飼育責任者の養成などが考えられる。

や

~￣
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表－４天然シマアジの体型

尾(蚤)長１体(’１重
生殖腺重量

（？）
肥満度

※

ＧＳＩ

（妬）
採集年月日

1-5~5百ＴＪ－Ｔ ６
０
０
０
２
６
５
０
０
７
８
０
０
４
５
４
０
６
６
５
０
０
０
６
３
４

の
■
の
●
●
●
●
●
●
□
●
、
●
Ｄ
Ｃ
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●

３
０
８
６
１
９
１
４
１
８
１
５
９
２
０
６
３
４
０
７
８
３
９
２
７
１

４
８
５
５
７
４
４
５
７
６
６
６
６
６
７
６
７
６
８
６
８
７
６
４
５
８

４
５
６
９
２
２
１
２
６
８
８
８
９

１
１

２
８
０
５
４
８
０
７
０
１
８
０
７

１
２
２
２
１
２
３

３
２

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

３
５
０
６
０
０
０
８
０
５
０
５
５
０
０
０
０
５
５
０
５
０
０
２
０
５

１
７
５
１
９
９
２
３
９
９
７
４
０
３
８
３
４
９
６
６
４
３
５
４
９
７

１
７
３
３
４
１
１
２
４
４
３
４
５
４
５
４
５
３
７
４
０
６
５
１
２
７

１

１
０
２
０
８
８
６
５
０
７
５
８
０
９
０
５
０
４
２
５
０
８
０
６
４
０

▲
●
■
●
●
ｃ
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

８
２
３
４
４
３
３
３
５
５
４
５
９
４
４
６
９
３
１
３
５
１
６
４
８
０

４
２
３

１
３
１
２
１
２
２
３
２
２
１
５
２
７
５
２

６

２

２
５
９
６
２
０
０
７
２
２
７
６
８
８
９
２
４
４
７
１
０
３
７
２
９
８

７
５
０
６
７
２
３
５
７
３
６
３
５
５
５
６
５
３
６
５
７
８
４
３
２
７

●
●
●
●
●
の
●
●
の
■
■
□
●
●
Ｂ
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

６
１
９
０
６
６
８
１
７
３
７
２
４
７
６
７
９
７
６
０
３
２
７
４
４
４

３
５
Ⅱ
８
３
５
６
５
３
５
丘
６
５
Ⅱ
６
４
３
４
４
５
５
６
６
８
５
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

■■

１９８３

１１２５

８
９
５
６
９
４
０
４
９
８

２
１
２

１
１
１

１
２
２
２
１
１
２
２
７
０

１
１
１
１

１

１９８４

￣

※肥満度：ＢＷ／ＢＬ３×１０３

－２６－



表－５蓄養シマアジの体型

尾叉長に腕） 体重（，）

度
５
８
９
６
８
８
４
３
１
１
４
６
６
９

満
４
６
６
８
２
４
９
２
２
８
８
６
Ⅵ
１

３
２
２
２
２
２
１
３
３
１
２
２
２
２

Ｂｉ

５
５
０
５
０
０
０
３
１
８
３
２
３
２

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

７
３
３
１
３
９
８
５
９
８
５
３
８
５

４
５
５
５
６
５
７
４
４
６
５
５
６
７

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

７
１
０
９
７
１
２
０
８
９
８
０
８
３

３
４
４
３
５
５
９
３
３
５
４
４
８
９

１
１
、

注）△側定：１９８２１２２２

△供試魚：

採捕尾数採捕期間

１９８０．９～１２

１９８１．１～１．２．

１９８２．１～１２

計

飼育尾数

３

７

４

１４

５
０
６

１

２１

△餌：ムロアジ・イワシ切身

表－６ 月別平均肥満度

月 ヒレナガカンパチ カンパチ こうマサ

1０８（１０．２～１１．１）(１５．２～２９．４）

(１３．９～１７．３）

(１３３～１６．４）

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

３
４
２
１
３
０
３
２
０
１
９
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
５
５
４
５
５
５
６
６
６
５
５

２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

1４．３（１０．６～１６９）'ザ

(１０．６～１１８）

２
０
３
５
４
１
６
３
０
４

●
●
●
●
■
●
●
●
●
●

１
３
１
１
０
１
１
１
１
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

￣

(１４６～１６．９）

(１４．４～１５．８）

(１４．１～１７．２）

(１３．１～１８７）

(１３９～１９．４）

(１３０～２０．２）

(１３．８～１７．８）

(１３２～１８６）

(１０．６～１１．６）

(１０．６～１２．４）

（９．２～１１．７）

（９１～１２．８）

(１０６～１２．８）

（９３～１２．８）

(１００～１２３）

（９．３～１１．７）

１５．６

1６．１（１５．６～１６．５）

１４．５

(１３．０～１７．６）

(１２８～１６．９）

(１３．１～１７．３）

１５．７

１５．３

１５．７

－２７－



表－８ 魚価調べ

1983.1～１２中央卸売市場年報

月 １ ２ ３ ４ ５ ７ ８ ９ １０ １１

J１
魚種

シマアジ ２８７７

１１

２６９５

１１

３１８５

１２

2９３６

１４

３０２０

１５

３１８３

１８

２７５７

１９

２９６９

２１

２４００

２１

１５１６

３３

1９３８

２０

ヒラマサ 1７１９

８

１５９３

１１

1６５７

２

1５９７

３５

1４１０

７７

９９２

９８

1２６５

５２

1４８３

３１

１６５３

９

1６１７

２０

1５８１

１５

。
■

カンパチ

（天然）

カンパチ

（養殖）

フリ

雪:Ｗ
雰庁

川，|Ⅲ，
８１９

2０５１

１０

1６２２

１５

２０１４

１５

1６８４

２９

１６５８

２５

1５１０

３９

1４７０

２５

２１５１

２７

2３５９

９

２１９０

１７

２３９６

２６

1９４１

１２

2３４７

１５

２１７６

３４

1８７６

３４

１７７５

４４

1６７０

４５

1８２７

５９

1４０５

１０９

1０８４

１５７

６９８

２１０

７２４

９０

７１７

８

５６３

４５

7861778
１

２７１２４

８３６

１７

1１６３

２４

ハマチ

（養殖） 2二Ｗ
２１９０

１７

2３５９１１９４１

１
９｛１２

２３９６

２６

２３４７

１５ 暑獅
1７７５

４４

段
段
上
下 単価円／K,

入荷量（トン）

、

￣
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